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Outcome and issues of Situation based Simulation in Basic Nursing Education 
― From the viewpoint of the student ―
























































































































































































































た。学年別では、1 年生 80 名（97.6％）、2 年生 46 名



























年で 90％を下回り、77 ～ 89％に留まった。「関連す
る技術の練習をした（ p=.009）」では、学年間に有意













































































































（ p <.0001）」「SBAR を用いて報告できるようになっ
た（ p=.011）」「看護実践力向上の視点をもつことが







用いて報告できるようになった （ p <.0001）」「対象者
の安全を守ることができるようになった（ p=.015）」
「看護実践力向上の視点をもつことができるように
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表９ 実施したい したかった 領域と内容 複数回答
（欠損値除く）















































































漏れない環境であった（ p=.003）」の 5 項目であった。
　「関連する技術の練習をした」と有意差があった項
目は、ブリーフィングでは「状況設定シミュレーショ















定的回答は、3 年生 91.6％、4 年生 95.5％であった。一方、
「実習で看護する際の緊張感が軽減した」の肯定的回
答は、3 年生 72.3％、4 年生 67.2％であった。また、「実
習で看護する際の自信がついた」の肯定的回答は、3






























表９ 実施したい したかった 領域と内容 複数回答
（欠損値除く）









































































































































































































TeamSTEPPS を活用したヒューマンエラー防止策 . 日本
看護協会出版会 ,2017．
9 ）増野園惠：看護基礎教育におけるシミュレーション教育の
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